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会議記録 (2)

発 言 内 容 決 定 事 項

谷澤部長

吉野課長

議長

齋藤委員

吉野課長

原田委員

加藤課長

司会進行 事 務局 (北本市総合政策部長)谷 澤 暢

1 開 会
・平成 19年 に市議会議員の改選がございましたことから、 1
号委員でありました阪井栄美子委員から大澤芳秋委員へと委
員の交代がありました。また、5号委員の飯島寛委員から山
畠則義委員へ交代がありましたのでご報告いたします。

2 あ いさっ
一委員長あいさつ、省略―

3 議 事

(1)北 本市の新庁舎建設について
・議題 1、北本市の新庁舎建設について、事務局から説明をお
願いします。

・資料 「北本市の新庁舎建設について」に基づきましてご説明
します。
一資料に沿つて説明―

・今までの説明にご意見、ご提言ございませんか。

・資料の原案は、どのセクションで作成したのですか。

・政策推進課が担当となっており、図面等の作成については外

部委託をしております。

・市役所に保育所を併設するという案はいつ頃から出たものな
のですか。平成 19年 3月 に答申するまでにはなかった話で

あり、説明をしてほしい。

0保 育所の併設については、市内の4保 育所が昭和45年 ごろ
から建設されてきており、それらの施設の老朽化が激しいこ

とから、平成 19年 度におきまして、市内部にも検討委員会
を設け、公立保育所をどのように整備するか 1年 かけて検討
を進めてまいりました。
・平成 19年 12月 くらいに、中央保育所については、既存の
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会議記録 (2)

発言者 発 言 内 容 決 定 事 項

原田委員

三宮委員

敷地面積が2, 500ポ と手狭であることや、朝の送迎時の

周辺道路の混雑などの問題から移転による建て替え、現在地
での建て替え、隣地を買収しての建て替えなどの案により検

討を行なっており、その中では、工事中の安全面や今後の利
用なども含めいまの保育所をいじらない別敷地への移転によ

る建設が一番良い方法であるとされました。
しかしながら、土地を求める話となつたときにその買収費用
が課題となっており、公示価格で積算したところ、最低でも
1億 7千 万円となっております。
また、一番の課題としては朝の送迎時には送迎の車や通過す
る車で非常に混雑してしまい、職員が交通整理を行っている

状況となっており、混雑の解消にはやむを得ないとして対応
しておりますが、安全面について大きな課題となっておりま

す。
これらの課題は移転することによりその課題が解消されるこ

ととなります。同時期に庁舎の建設の検討が進められている
ことから、新たな土地取得費用が発生しないなどの利点もあ
り保育所の併設についても併せて検討をしているところで

す。

今後、幼児がどのくらい増えるのか予測しているとは思う
が、今後はそれほど増えないと思われ、現在の建物の建て替
えにより対応は可能であると考えられる。交通量もそれほど

多くはないので、隣地を買収したり、借りるなどすれば問題

ないと思う。現在地において、日中幼児が散歩をしている

が、交通量が少ないから安全に散歩ができている。子供の

為、幼児の為には環境が良くないといけない。幼児の安全性

を確保することが重要である。

19年 3月 に庁舎建設特別委員会及び庁舎建設委員会が出し

た指針を踏まえて案とされているということだが、保育所を

隣接して建てることについて、その要望があった時点でその

旨を説明する責任があったのではないか。議会についてもつ

い先日報告があったが、今後大いに議論がされることだろ

う。庁舎を建ててほしい、適正規模で建設してほしいという

考えは議会内部にはあるが、少なくともこのような状況につ

いては承知していない。
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会議記録 (2)

発言者 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項

吉野課長

加藤課長

三宮委員

齋藤委員

また、児童館についても検討がされているが、どのような経

緯で検討が始まったのか伺いたい。

説明責任については、6月議会の全員協議会において、庁舎
を単独で建設することに合わせて、保育所を併設することに
ついてもひとつの案として検討させていただきたいとして説

明させていただいております。その後、委員長、各委員にも
説明させていただいておりまして、8月 22日 に現在の委員
の任期が満了となりますが、これまでの検討と大きく変わっ

た点があることから、この委員会に報告させていただいてお
ります。

また、議会各会派にも、同じ説明をさせていただいている経

緯がございます。いずれにしましても、今回出させていただ
いた案につきましては、確定したものではございませんの

で、両案につきまして色々な意見を聞きながら検討を進めて
いきたいと考えております。

児童館の建設については、市のこれまでの計画の中で以前よ

り必要であるとされておりまして、併設が可能であれば一体

的なものとして児童館、子育て支援センターなどを設置し、

総合的な拠点として機能することから検討をしてほしいとし

たところであります。

今後、議会を通して聞いていくことになると思う。市の内部

で検討しただけであつて、議会の委員会等で何も検討されて

いない。そういう状況のなかでこういつたものが組み込まれ

ていくことのスタンスは全く納得いかない。広義開かれた議

論というか会議録等が全くない中で進められてしまうのは説

明責任としては弱いのではないか。

後日、承認する必要があると思うが、どうしたら法的にどう

担保されていくという議論がないという意味では承知できな
い。

感想ではあるが、今のテーマについてちょっとおかしいと思

うのは、議会も委員会も十分に理解していないということで

ある。市民の代表としての議会の人たちが理解していないと

いうのはおかしいかなと感じる。
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会議記録 (2)

発言者 発 言 内 容 決 定 事 項

関根委員

清水委員

原田委員

議長

齋藤委員

議長

関根委員

これまでどういう庁舎を造つていくかというのを検討してき
た、今回このような保育所の問題が入るとこれだけの意見が

出てしまう。市民に分かりやすい資料を作成した方が良いの

ではないか。

いままで会議を行っている中で保育所の話は全く出ていなか
つたのが、本日初めてお話を伺ったところである。
中央保育所に子供を通わせているが、建物の中で遊ばせてい

るよりは、外で遊ぶことのほうが多い。ここに移設してしま

うと建物の中でしか遊べないこととなるのではないかと心配
する。

答申を出してから、委員会が一度も開かれていない。

平成 19年 3月 に答申をして終わつたと思つていた。一年半
近く委員会がないことから突然に感じたところである。
庁舎を建てるのかどうか検討をしてきて、今後どういうもの

を造るのかということについては、今後、基本設計等で出て

くるものと思われ、今後の委員会等できちんと詰めていただ

きたい。我々としては、庁舎を建て直す、それがどういう庁

舎になるかということを基本構想の中で踏まえてあるのでそ
の通りのものを造つていただくしかないという形である。そ
こにどの程度の付帯的な設備を造るかということは市の方で

十分検討してもらうしかない。

施設を造ることはいいことだと思うが、保育所については教

育的なものを踏まえるとともに、現在のところを建替える場

合、予算がどれくらいかかるのかなどの検討も必要と思う。

検討資料の中で、メリット・デメリットがあるが、不特定多

数の人が来る庁舎に保育所施設を造ることが望ましいのか再

考する必要がある。

これまでに建設資金は庁舎建設基金の25億 円ありきという
ことで進めてきて、事務局としては29億 円という提示をし

たところ、議会の建設委員会は25億 円ですすめているか
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会議記録 (2)

発言者 発 言 内 容 決 定 事 項

齋藤委員

原田委員

議長

吉野課長

議長

吉野課長

ら、 29億 円のものには乗れないということで我々も25億

ということで調整したはずだつた。この資金計画はどこから

でたものなのか心配である。

今回、保育所などが入つた図面案が出されたが、これについ

ても確かにこれがベターなのか、確かに案だからこのままで

はないと思うが、どのような方が描いたのか、どのようなプ

ランニングだったのか。

説明の中でもよその市のことが出たが、他の庁舎を見学しよ

うという話を提案している。ここ5年 間くらいで建替えを行
つているところが何箇所かあるので、利便性の問題などで参

考となる面があると思う。

委員から多くの話が出ているがこのことについて事務局はど

う考えているか。

平成 18年 度に諮問をいただきまして、平成 19年 度から検

討を行つてまいりましたが、これまでに会議や視祭等を行え

なかったことについては深くお詫び申し上げる次第でござい

ます。そのような中で検討していたところでございますが、

庁舎単独で進める中で、保育所等の老朽化の話が浮かんでき

たため、単独による建設と併設による両案の検討を進めてい

きたいと6月議会に報告させていただいたところでございま

す。これまでの検討につきまして大きく変更があつたことか

ら、今回当委員会にも報告させていただいたところでありま

す。皆様の意見をきちんとまとめまして、今後の新たな委員

会へもつなげていきたいと考えております。

この委員会として最終的にまとめた庁舎建設基本構想につい

ては、このまま採用されるという理解でよろしいのか。

付帯設備等いろいろでているが、庁舎そのものとしては基本

構想を活かしていくということでよいのか。

答申いただいた基本構想につきましては、活かしていきたい

と考えております。この基本構想を受けまして今後、基本計

画、基本設計、実施設計と進んでまいります。
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会議記録 (2)

発言者 発 言 内 容 決 定 事 項

大澤委員

吉野課長

三宮委員

当然たたき台がないと目に見えるものがないので、本日この

ようなものをお示しさせていただきましたが、このとおりの

ものができるわけではございません。今後の検討により四角
いマッチ箱のようなものが、丸くなつたり、6階建てが4階

建てとなつたりと皆様の意見をお伺いしながら、基本設計に

繋げていきたいと考えております。

現在の図面だと吹き抜けは5階 まであり、空調や採光に配慮
したとあるが、吹き抜けは2階 まででいいのではないか。無

駄な空間であると感じる。

今回の図面は配置図としてお示しさせていただいておりま

す。平面図はたたき台として出させていただきました。費用

対効果等を考えますと、例えば吹き抜けは2階 までとし、3

階からは執務室のみとするなどの考え方も可能であり、そう
いつたご意見をいただきたい。

視点を変えて、平成 20年 1月 に市民意識調査を実施してお

り、その中で現在の庁舎に対する意向として聞いておりま

す。アンケー ト結果の 1番多いものとしては、38%が 「必

要最低限の機能で新築する」とされ、と同時に 「他の機能も

兼ね備えた庁舎を新築する」の 19.7%と なっておりま

す。併せて60%の 方が庁舎を造ることについては、賛成で

あるとの結果となっておりますが、他の機能を兼ね備えたと

いうのは、保育所や児童館のことではなく桶川市のようにバ

リアフリーにしたり、議会棟などを独立させ、他にも使える

ようにするなどの発想で回答していると思うが、この辺につ

いて、皆さんの意向がほとんど入つていないのではないかと

いう感じが非常に強く、この市民意識アンケー トをどのよう

に認識しているのか。

もう一点としては、現状の庁舎が様々なランニングコス トや

メンテナンスの維持費等が年間いくら位かかるのかを知りた

い、議会の委員長報告をしたのは、資金計画の面を大変重視

しておりまして、新庁舎は機能を重視した庁舎とし、建設費
の縮減とともに建設後の維持管理費を考慮して検討する必要

があるなどの項目があげられております。ところが、これら

六項目のうち一項目しか入つていない、財政的に厳しいので
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会議記録 (2)

発言者 発 言 内 容 決 定 事 項

吉野課長

福島主査

三宮委員

議長

現状では24億 円の基金があるがその内3億 から4億 の基金

を流用しており、実際には20億 くらいでまわしている。 3

億から4億 ないといざというときまわらない。そういう中
で、箱型 6階建て児童館併設型との構想が出ているが、議会
の庁舎建設特別委員会が示した項目からは、矛盾していると

感じる。この2点 については、担当者もコンサル任せで資料
だけ出しているように感じる。

庁舎として最小必要限度のものという点では、私どもも意見
は一致しているところであり、なるべく最小限度で検討して
ございます。ただ、庁舎だけで言いますと約 28億 円の試算
であり、そこからいくつか削減が図れれば何とかできるので

はと考えています。その他、水で冷やす装置、二酸化炭素の

削減装置、屋上緑化などいくつか考えられるものがあると思
われるので、それらを取り入れれば、増要因にもなろうかと

思います。

維持管理経費につきましては、修繕費が平成 19年 度 3, 4

68, 464円 、平成 18年 度が 5, 446, 041円 、平

成 17年 度が 7, 236, 981円 ということとなり、ラン

ニングコス トに関しましては、光熱費等を含めて、約 19

0, 910, 000円 となっております。

そうしますと現状メンテナンスとランニングコストを合わせ

て約 2億強くらいかかっている。建替えにより地上 6階 、地

下 1階、耐用年数が60年 くらいのものとなるとかなりのラ

ンニングコストがかかると想定される。 37億 円との計画な

どを踏まえると市民感情とかなりかけ離れた計画となるので

はないか。今後、これで市民に説明を始めるとこれで走って

しまうのではないか。我々を納得させる会議を持つなり議会

を説得させるような材料がないと、今考えただけでも大変な

問題を市として抱えてしまうのではないか。

三宮委員が言われることについては、今後の議会の中でやつ

ていただきたい。ランニングコス トがかかることは当たり前
の話であり、委員会としては、必要最小限として作成してい

る。ランニングコス トなどに踏み込むと問題が大きくなる可
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会議記録 (2)

発言者 発 言 内 容 決 定 事 項

三宮委員

原田委員

吉野課長

山畠委員

能性があり、分けて考えてもらいたい。

少なくとも財政的に有利な状況ではない。高齢化社会となり

生産人口がどんどん減ってくることとなるが、市税のアップ

などは考えられない。市民も7万人ベースとしているが、都

市問題研究所の予測では、67, 000人 くらいと想定され

ている。当初よりも膨らませたものが提示されていて、自分

達の力量に応じたものが検討されて然るべきである。 2年 前
の時点では、合併という問題があつた。将来的にも合併の問

題を考えていかなくてはいけない中で80年 間持つようなも
のを造って、 3階 、4階 、 5階 が空洞になるような建物でい

いのかとして発言させていただいた。

PFIに ついても、検討してきている。庁舎では活用が難し
いと思われるが、実際に寄居にはゴミの焼却施設などが出来
ている。刑務所をセコムが運営しているなどPFIの 事例も

多くなってきていることから、そういうことを検討する必要
があるのではないか。     ・

PFIの 活用については検討を行つておりまして、委託業者

である公共建築協会とも話をしたが、基本的にはVFMが な

かなか出ず、保育所の保育料を取つたとしてもかなりの年数

がかかり難しいとの印象である。

今日、この日にこういった形でお示ししたのは少し遅かつた

という感じは持っている。しかし、できる限り早くやろうと

いう努力をしながらやってきたところ、途中、保育所を併設

することはどうなのかという話がありましたので、入れたら

どうだろうということで検討しお示しすべきであるとし、ど

うやって進めたらいいかという中で、本日6つ の案を示した

ところである。A～ Cま ではあくまでも庁舎単独で皆様方の

答申に従つて造るにはどういうものがあるのかをお示しした

ものであります。それに併せまして昨年 12月 から保育所と

いうものがこのままでは、なかなか建て替えができないとい

う課題がありましたので、あくまで案として保育所の併設案

についても併せてお示しさせていただいた。任期の最後にな

ってしまったのは大変反省しなくてはいけない面であります

9



発言者 発 言 内 容 決 定 事 項

原田委員

齋藤委員

吉野課長

原田委員

福島主査

清水委員

吉野課長

が、いよいよやろうというタイミングでお話をしたという
ころである。

こんな立派な施設ができるといつたら、かなり進行している

ように思う。昨年の 12月 にそういう話があつたのならば、
その時点で検討に値するかどうか委員会を開いて皆さんの意

見を聞くべきではなかったか。

庁舎建設委員会は、8月 22日 で解散ということなのか。ま

た、庁舎建設検討委員会というのは、どういう性格のもの

で、どういう構成メンバーであるのか。

庁舎建設委員会につきましては、現在の委員は8月 22日 を

もつて任期がいったん終了となります。今後新たな任期の委

員をお願いしまして継続して庁舎に関する検討を進めてまい

ります。また、庁舎建設検討委員会というのは、副市長を委

員長として各部局長で構成される内部の検討委員会でありま

して、両委員会とも同じく庁舎の建設に当たって検討を進め

るものとなつております。

そのような体制で、我々委員の意見はどのように反映されて
いくのでしょうか。

この委員会で伺つた意見につきましては、内部の委員会にお

いても報告し検討を進め、その結果をこの委員会へもフィー

ドバックしながら検討を進めて行きたいと考えています。

いままで検討してきた中で、規模などを何種類も検討をした

がここに示された計画案は配置が違うだけで建物は一つであ

る。これをホームページに出します、市民説明会をしますと

なると案とは言えないのではないか。

答申いただきました基本構想につきましては、十分取り入れ

てまいります。これを出発点として次の検討委員会等でも進

めてまいります。今回は基本計画への前提ということで、配

置図を提示させていただいたものであり、いただきました基

本構想を基に最小限のものでたたき台を作らさせていただい

会議記録 (2)
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会議記録 (2)

発言者 発 言 内 容 決 定 事 項

清水委員

議長

吉野課長

齋藤委員

議長

吉野課長

原田委員

たところであります。これについていろいろなご意見をいた

だきまして、修正をかけながら基本計画を作つて行きたいと

しているところであります。

配置図の案ということであれば、平面図は黒塗りにして見せ

ないほうがいいのではないか。駐車場はこうなります。入口

はこうなりますくらいの説明にしたほうがいいのではない

か。これが、外へ出てしまつたらこのままで歩き出してしま

う。

この案をそのままホームページな

とで考えているのか。

に載せてしまう い
ン
９

ご意見を伺いながら修正をかけ、市民の皆様には絞り込んで
いくつか代表案を出していきたいと考えております。確か

に、この案では細く、このとおり造るのかなと錯覚される方

もいると懸念されますので今後調整してまいります。

図面などは外注して作られると思うが、
一番肝心なのは、庁

舎を中心にまちが広がっているわけであるから、外観である

とか、例えばお城みたいなわが市の庁舎である、などそうい

うところにも着目して、デザインなりいろいろな面で誇れる

庁舎を造っていただきたい。専門的に考えてあの建物の北本

市かと思えるようなものがほしい。そういったものを考える

のは行政の責任であると思う。

その辺についてはどう考えているか。

まさしくそのとおりでございまして、費用対効果最小の経費

の中でいかにシンボリック的なものを造つていくのか、頭を

悩ませるところではありますがご指摘のとおりご意見は重々

検討してまいりたいと思います。

A,B,C案 は場所の問題である。ダッシュの案は除いてこ

の三案でどうするのかを決めればよいと思う。どういう風に

シンボリックとしていくのかを決めるべきである。どういう

風にしていくのかは十分検討してきたのであって、まず庁舎

11



会議記録 (3)

発言者 発 言 内 容 決 定 事 項

吉野課長

齋藤委員

議長

齋藤委員

議長

谷澤部長

副委員長

をどうするか決めなくてはいけない。

基本構想によりますと現庁舎が抱える問題として、 6つ の

課題耐震性の問題、市民サービスヘの支障の問題、建物施

設の老朽化に関する問題、高度情報化対策、バリアフリー

対策やアスベス ト対策などご意見をお伺いしております。

来年度以降、目に見える形での基本設計を予定しており、
そこまで行くうちには形として提示していきたいと考えて

おります。

検討委員会は、外部の専門家などを入れることは出来ない
のか。内部の職員の方は行政には詳しいかもしれないが、こ

と建築には違 うと思うのであまり意味が無いように感 じ

る。この委員のうち何人かは参加 して庁舎への取り組みが

できないか。

行政の中でやつていく中で、基本構想なりをどう活かして
いくのかということを内部で検討することも必要であると

感じる。委員会として出した基本構想を無くしてしまわな
いように検討を進めてほしい。

委員会で決定したことを十分に役所内でも検討 していただ

きたい。また、委員会にも十分説明してください。

これまでの流れの中でこの委員会に対する説明が若干欠け

ていたので、このことを踏まえて次の委員会を中心に十分

検討を行つていただければと思います。

他にご意見がなければ、議事は終了します。進行を事務局

に戻します。

閉会
一副委員長あいさつ、省略―

議事の概要を記載し、その相違なきを証するためここに署名する。

平成力 年 /月 /2日
議長 み  新 久
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はじめに 

 

この基本構想は、現庁舎の課題、問題点を整理し、これまでの新庁舎の検討経

過や平成９年２月に策定の基本構想等を踏まえ、新庁舎建設の基本的な考え方、

方向性を示すもので、今後の新庁舎の取組みの指針とするものである。 

 

 

 

１ 新庁舎建設に向けた取組み経緯 

 

本市では、昭和５９年に庁舎建設基金を設置して積立てを行うとともに、平

成４年には、庁舎建設検討委員会を発足し、市制施行３０周年となる平成１３

年の新庁舎完成をめざして検討を進め、平成９年２月に庁舎建設基本構想、平

成１０年１２月に庁舎建設基本計画を策定した。 

しかし、バブル経済の崩壊後の長引く景気低迷や地価の下落などから市税収

入が減少、財政状況が悪化する中で、土地区画整理事業の推進や既存の学校、

保育所、公民館等の改修、圏央道の整備や新駅問題なども重なり、新庁舎建設

に向けた考え方が変化した。 

特に平成１２年３月の庁舎建設委員会の答申では、平成１０年度に策定した

庁舎建設基本計画に対し、新庁舎建設に向けた課題が指摘され、平成１３年２

月には「厳しい財政状況のなか、市民福祉の向上と義務教育施設等の整備など

新たな行政需要に対応するため、庁舎建設計画は当分の間延期する（目標年次

として市制施行４０周年となる平成２３年度に完成予定）」との市長方針が示

された。 

この市長方針に基づき、平成１３年度には、新庁舎建設までの間（１０年）、

現庁舎を使用することを前提に庁舎改修設計を実施し、平成１５年度予算に改

修工事費を計上したが、本市を含めた合併問題が議論、財政状況が厳しさを増

す中で庁舎改修工事に着手することについて、再度慎重に検討が必要との判断

から庁舎改修工事を凍結することとなった。 

しかし、その後、市議会や市民の中で現庁舎の課題等から新庁舎の建設の必

要性を問う声もあることから、改めて庁舎建設委員会が設置され、新庁舎建設

に対する考え方を整理することとなった。 
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２ 現庁舎の現況と課題 

 

⑴ 現庁舎の現況 

① 現庁舎の建設の経緯 

現在に至る庁舎建設の歴史は、昭和３４年の町制施行を契機に、行政の

拠点施設として昭和３８年に現在の第１庁舎を建設したのが始まりである。 

昭和４６年の市制施行を経て、人口増加等による行政需要の多様化に対

応し、効率的な事務の執行を図るため、同４９年市役所敷地を拡張して第

２庁舎を建設した。 

その後、昭和５３年には会議室や倉庫等の不足解消のため第３庁舎を建

設し、平成９年には隣接する民有地を借地して、プレハブの第４庁舎を建

設し現在に至っている。 

② 現庁舎の規模等 

・位  置     ：北本市本町１丁目１１１番地 

・都市計画     ：市街化区域 

第二種中高層住居専用地域 

・庁舎敷地面積   ：約１４，０００㎡（第４庁舎借地面積を含む） 

・既存庁舎建築面積 ：約 ３，３９０㎡ 

・既存庁舎延べ床面積：約 ５，４００㎡ 

・庁舎別床面積等  ： 

 建物名称 床 面 積 建設年月 備 考 

 第１庁舎     約１，３９３㎡    Ｓ３８．４ Ｓ５３．９増築

 第２庁舎     約１，５８６㎡    Ｓ４９．３  

 第３庁舎     約  ８５７㎡    Ｓ５３．９  

 第４庁舎     約  ９００㎡    Ｈ ９．３  

 付 属 棟     約    ６６４㎡   

 合  計     約５，４００㎡   

 

⑵ 現庁舎の課題 

現庁舎は、昭和３８年に建設されて以来、増築を重ね現在に至り、次の問

題を抱えている。 

① 建物の耐震性能の問題 

平成１２年度に実施した北本市庁舎建物診断調査では、第１庁舎及び第

２庁舎の耐震性能が大きく不足し、阪神淡路大震災級の地震に対しては倒
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壊又は崩壊する危険性があると指摘されている。万一、倒壊した場合には

職員、来庁者に人的被害が生じる不安がある。 

また、庁舎については、地震等の大規模災害にあたり防災拠点施設とし

て対策本部が置かれ、被害を抑止するための様々な機能が求められるが、

現在の庁舎では耐震性の観点からも防災拠点施設としての機能を担うこと

は困難な状況といえる。 

② 市民サービスへの支障 

平成１３年度に実施した調査によると、事務・収納スペース１人当たり

の適正床面積を６㎡と想定し、庁舎別に現況床面積と比較すると、第１庁

舎１０６㎡、第２庁舎１９２㎡、第３庁舎２４㎡がそれぞれ不足している

結果となっている。 

特に、第２庁舎１階は福祉部門が配置され、高齢者や障害者等、多くの

市民が訪れるフロアーであるにもかかわらず、通路さえ十分に確保できな

い状況にあり、市民サービスに支障が出ている。 

③ 建物・設備の老朽化 

平成１２年度に実施した北本市庁舎建物診断調査では、第１庁舎及び第

２庁舎の劣化が著しいことから、内外装の全面改修、空調設備の機種変更

が必要であると指摘された。また、給排水及び電気設備についても腐食、

衛生上の観点から改修が望ましいとされた。 

調査から既に６年が経過し、第１庁舎及び第２庁舎の建物劣化はさらに

著しく、コンクリートの剥落なども度々発生しており危険な状況にある。 

④ 高度情報化対策 

本市においても、財務会計、住民情報システム等のネットワーク化、イ

ンターネットの接続など庁舎内のＬＡＮが進んでいる。 

現在、庁内ＬＡＮの回線については露出方式で回線を引き、必要な電源

を確保していることから、事務スペースの床面には様々な回線が引かれて

いる状態になっている。今後、情報化の進展に合わせた情報化設備を備え

る必要がある。 

⑤ バリアフリー対策 

平成７年制定の埼玉県福祉のまちづくり条例では、施設設置者に対し、

高齢者や障害者等が円滑に利用できるように必要な措置を講じる責務があ

るとされており、庁舎においてもスロープやエレベーターの設置が求めら

れている。 

現在、第１庁舎、第２庁舎及び第４庁舎の出入り口にはスロープを設置

し、１階部分については車椅子での利用が概ね可能となっているが、２階
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部分についてはエレベーターが設置されていないことから、車椅子での利

用は困難な状況である。 

⑥ アスベスト対策 

平成１７年８月、第２庁舎の機械室及び天井裏に、アスベストの一種で

あるアモサイト（茶石綿）３８％含有のロックウールが使用されているこ

とが発覚した。その除去には大きな経費を要することが予想されるため、

アスベスト飛散防止措置として、天井の囲い込み、雨漏り等の修繕を行っ

た。 

しかし、この囲い込みの措置では、根本的な解決策とはならず、老朽化

した設備を改修する際に、天井をはがすこともできない状況となっている。

また、建物内で事務をする職員及び訪れる市民等がアスベストを吸い込む

危険性があり、アスベストの除去が必要となっている。 

 

 

 

３ 新庁舎建設の方針 

 

⑴ 新庁舎建設の必要性について 

本市は、国が進めるさまざまな改革の中で、少子高齢化、情報化、地球環

境問題、都市基盤整備など取組むべき課題が山積している状況にあるが、現

庁舎にあっては、市民サービス、市民活動の拠点、市のシンボルとしての機

能を十分に果たしていない。 

市民サービスの面では、庁舎が分散化し、分かりにくい施設となっている。

また、施設の狭隘化から市民の集う場所、情報の発信、情報交換する場所が

ない。特に、現庁舎は耐震上の問題が指摘されており、強い地震の際に倒壊、

または崩壊の恐れがある。地震の危険に対し、庁舎が防災、災害復旧の拠点

として、その役割を果たすことができるよう問題を解決する必要がある。 

このため、次の視点から「新庁舎の建設」に取組む必要があると考える。 

〇 庁舎の耐震性に問題があることから防災・災害復旧拠点としての機能

を果たす施設とする必要がある。 

〇 総合窓口を設置し、可能な限り１ヵ所でサービスが受けられる効率的

で、わかりやすい施設、ユニバーサルデザイン※を実現する施設とする必

要がある。 

〇 高度情報化に対応する施設とし、市政情報コーナー等を設置して行政

情報を積極的に公開する、またセキュリティ対策の確保のできる施設と

※ユニバーサルデザイン：年齢や障害の有無などにかかわらず、できるだけ多くの人が利用することができるよ

うに製品、施設等をデザインすること 
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する必要がある。 

〇 第四次北本市総合振興計画の基本理念である「協働」を実現するため、

市民が集う場所を確保する必要がある。 

〇 第四次北本市総合振興計画に「市民サービスと行政運営の基盤となる

新庁舎を整備し、総合的かつ弾力的な行財政運営に向けた情報通信基盤

の整備、事務処理の電算化を進めます。」と位置付けている。 

 

⑵ 新庁舎建設の基本的考え方 

近年の庁舎建設では、庁舎を市民情報の管理、サービスの器から地域の活

性化、行政の文化化※、市民参加の推進を図る場としても考えられており、従

来からの行政ゾーンと議会ゾーンに加え、市民サービスゾーンが重要な位置

付けとなっている。 

また、第四次北本市総合振興計画では、市の将来都市像を「緑にかこまれ

た健康な文化都市」とし、その基本理念に「市民と行政の協働」を位置付け

ている。この「協働」を具体的にするには、行政と市民の間で「情報と場の

共有」が必要といえる。 

したがって、これらに対応するには、新庁舎建設の基本的考え方を、次の

とおり設定するものとする。 

〇 行政・文化の拠点としての整備 

文化センターを含めた市の行政・文化の拠点として周辺地域との一体

的な整備を行う必要がある。このため、広場や緑地の確保、公共施設の

一体的利用をめざす。 

〇 市民自治の拠点となる市民に親しまれ市民に開かれた庁舎 

市民の誰もが安心して利用できる開かれた庁舎をめざす。市民ホール

や広場等を市民に開放し、コミュニティ活動や文化活動の場を提供する。 

○ 防災の拠点としての庁舎 

災害対策の指揮及び情報伝達、災害復旧活動の拠点としての機能を担

う施設をめざす。 

〇 将来的な市民サービスにも的確に対応できる庁舎 

市民サービスの向上や社会の変化に柔軟に対応できる施設をめざす。 

〇 周辺地域との調和を図りながら市の将来都市像を表現する庁舎 

「緑にかこまれた健康な文化都市」をイメージできる市のシンボル的

役割を担う施設をめざす。 

 

 

※行政の文化化：行政の係わる地域づくりへの多元的なチャンネルを通じた文化的視点の投入、行政運営の民主

化・内部革新等（日本財団 電子図書館より） 
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４ 新庁舎の機能 

 

⑴ 建物本体に対する考え方 

① 市民ホール 

市民ホールは、市民と行政との協働を推進するための交流スペース、情

報を共有するための行政情報コーナー、市民参加を考慮した展示ギャラリ

ー等、多目的に利用できるオープンスペースとする。 

② 行政部門 

行政サービスを提供する場として、わかりやすさ、安全性、利便性など

を考慮し、単純明快なものとする。 

ⅰ 窓口部門 

窓口部門の低層階への配慮とともに、総合案内や表示等による、わか

りやすい親切な窓口案内システムを確立する。また、窓口の機械化や事

務処理の改善を図り、待たせない窓口、働きやすい執務環境を整備する。 

ⅱ 一般事務部門 

一般事務室は、基本的にオープンフロア方式とし、小会議室や分割使

用もできる大会議室、相談室、庁議室等を設ける。 

事務室に応接スペース、ワーキングスペース等を設置する。 

ⅲ 高度情報化対策 

市民の利便性の確保や事務の効率化を図るため、出先機関とのオンラ

イン化や庁内ＬＡＮなどのパソコン等による高度情報化に対応するため

のシステムを構築する。 

③ 議会部門 

議会が市民の間接参加による政治を行う場であるため、その機能的独立

性を確保するとともに、市民が身近に感じられる場としての機能をも有し

たものとする。 

ⅰ 必要な施設 

議場、正副議長室、委員会室、議員控室、議場控室、全員協議会室、

図書室、事務局及び相談コーナーを設けたロビー等を設置する。 

ⅱ 設備・機能 

議場控室及び市民ホール等に議場からの放映設備を設ける。また、議

員の在庁表示等により市民が気軽に相談できる環境を整備する。 

④ 管理・厚生部門 

管理・厚生部門は、機能的に配置して、使い勝手のよいものとし、働き
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やすい職場スペースを確保する。 

ⅰ 収納スペース 

集中管理文書の書庫と別に、各階に収納スペースとして書庫及び倉庫

を設置する。 

ⅱ 図書室 

行政部門と議会部門を区別し、設置場所等を考慮して、相互に利用で

きるよう配慮する。 

ⅲ 更衣室、給湯室、トイレ 

更衣室は、効率的に配置し、給湯室、トイレ等は、使い勝手を考慮し、

各階に必要なスペースを確保する。 

ⅳ 福利厚生施設 

職員福利厚生のため休憩室、保健室、教養娯楽室、組合事務所等を設

けるとともに、庁舎敷地内の禁煙化を進めるため喫煙スペースを設ける。 

⑤ その他 

ⅰ 障害者・高齢者対策 

エレベーター、スロープ、カウンター、トイレ等について、ユニバー

サルデザインを実現する施設とする。 

ⅱ 照明、空調設備 

快適な執務空間を確保するため、自然光の利用やゾーニングを考慮し

た空調設備等の工夫をする。 

ⅲ 省資源・省エネ対策 

雨水の再利用や太陽熱の利用等により、省資源、省エネ対策を講ずる。 

ⅳ 防災対策 

災害時に対策本部を設置する拠点施設となることから、災害時対応可

能な貯水槽、予備電源の充実、地震等の災害に強い建物構造等の防災機

能を満たした建物とし、防災本部としての機能を担える通信設備等を整

備した防災対策室を設置する。 

ⅴ 日照・電波障害対策 

周辺への影響を考慮し、日照に配慮するとともに、電波障害への対策

を講ずる。 

ⅵ 庁舎の文化化・国際化 

周辺地域との調和を図りながら、建物の文化化、国際化に配慮した施

設とする。 
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⑵ 外部空間に対する考え方 

① 広場空間 

市民に開かれた庁舎をめざし、市民がイベントや屋外展示会等で集い、

ふれあう場として、可能な限り広いスペースを確保するとともに、文化セ

ンターとの一体的な利用を図る。 

② 緑地の確保・美観 

開発指導要綱の緑地基準を基本とした緑地スペースの確保に努め、桜や菊を

はじめとして、四季を通じて花や緑に親しめるよう配慮する。 

③ 駐車場・駐輪場 

駐車場は、来客用として１００台程度、公用車用として５０台程度を確

保する。なお、敷地の状況等から文化センターの駐車スペースとしての利

用についても検討する。 

また、自転車等の利用のため１００台分の屋根つき駐輪場を確保する。 

 

 

 

５ 新庁舎の建設場所 

 

⑴ 位置 

庁舎の建設位置については、市の上位計画での位置付け、市の中心性、利

便性、まちづくりの拠点にふさわしい立地、計画の実現性と経済性などを踏

まえ考える必要がある。 

このような中で、現在地は市のほぼ中央部に位置し、かつ駅から至便な距

離にあること、文化センターが隣接することから公共ゾーンとして一体的な

整備が可能であること、長年市民の利用に供し、市民が親しみを感じている

ことなどから、庁舎の位置として最適と考えられる。また、第四次北本市総

合振興計画では、現庁舎及び文化センター等がある地域を文化・行政拠点と

して位置付け、環境整備を充実する必要性がある地域としている。 

なお、現在地は主要道路からの交通アクセスや用途地域の変更などの問題

もあるが、庁舎移転を考えた場合は、買収に多額の費用を要するために事業

が大幅に遅れることとなり、庁舎の分散化、事務能率の停滞等が考えられる

こと、本市の従来における公共用地確保の経過からも、広大かつ適切な用地

の取得には非常に困難が予想されることなど問題も多く、跡地利用や分庁舎

建設、支所設置、道路の整備等の新たな費用負担が生じることとなる。 

したがって、新庁舎は現在地に建設することとする。 
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⑵ 敷地面積 

庁舎機能から窓口や市民サービスゾーンの低層階への配置などにより建築

面積が広くなること、また、庁舎には不特定多数の人々が出入りすることな

どが考えられるため、敷地は極力広い面積が必要である。 

現在地は、第４庁舎の借地を含め約１４，０００㎡である。建築面積を４，

０００㎡、建ぺい率を３０％程度と仮定した場合には、概ね１３，０００㎡

が必要となることから現在地での対応が可能といえる。 

 

 

 

６ 新庁舎の規模と建設費 

 

新庁舎の規模と建設費を適切に積算するには、庁舎の建設目標年次、スケジ

ュール等を具体化したうえで、想定される職員数、具体的な庁舎機能を考慮し

て行う必要がある。 

したがって、この基本構想では、現庁舎の現況と課題を整理し、新庁舎建設

の方針等の基本的な考えを示すことに留め、新庁舎の規模と建設費については、

基本計画の中で検討し、方向性を出すものとする。 

ただし、庁舎建設にあたっては、市民サービスの視点から１棟の中に可能な

限り機能を集約することが望ましい。また、第３庁舎及び第４庁舎については、

倉庫等、多面的な活用を検討することとする。 

なお、参考として、本委員会で検討した以下の資料を付して置くこととする。 

 

資料 

⑴ 庁舎の規模を算定する要素 

① 庁内職員数 

職員数については、平成１７年に策定した北本市定員適正化計画におい

て平成１７年４月１日４６６人を平成２２年４月１日３９６人と想定して

いる。人口が現状で推移する中で、行政需要は増える傾向にあるが、行政

改革の推進により７０人の削減を見込んでいる。 

平成１８年４月１日現在の職員数は４５１人で、庁舎内職員数は３０５

人、庁舎外職員数１４６人である。 

② 庁舎が持つべき機能 

庁舎の果たす機能には、行政サービスの提供の場というだけでなく、市
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民との協働の場として市民ホール等を市民に開放しコミュニティ活動や文

化活動の場とする必要がある。また、行政情報の積極的な公開のために市

政情報コーナー等を設置する必要がある。 

⑵ 庁舎の規模を算定する方法 

① 職員１人当たりの床面積を仮定し積算する方法 

② 地方債算定基準から算定する方法 

③ 各主要面積の積み上げ方式 

 

 

 

７ 新庁舎建設の課題 

 

⑴ 土地利用の課題 

現在地に新庁舎建設を円滑に進めるためには、用途地域の変更又は特別用

途地区の指定が必要になるが、原則的には用途地域の見直しで対応すべきで

ある。 

しかし、周辺地域の影響が少なく、周辺住民の理解が得られる方法として

特別用途地区についても、今後継続して埼玉県と協議を進める必要がある。 

また、現在地については、第四次総合振興計画や都市マスタープランでも

「行政・文化拠点」として位置付けており、庁舎の建設如何にかかわらず、

これら施設の集積が可能な土地利用に早急に取組むべきである。 

 

⑵ 建設費の検討 

現在、庁舎建設基金は約２５億円であるが、新庁舎建設による市民への新

たな負担が過大にならないように検討する必要がある。 

したがって、今後、庁舎の持つ機能等を検討する中で、必要な機能と事業

費等を精査し、地方債の活用、庁舎建設基金の額を考慮したうえで建設費を

積算する必要がある。 

 

⑶ ＰＦＩの活用検討 

本市は、財政の厳しい中で学校等公共施設の整備にも対応しなければなら

ない状況で、新庁舎を建設するには極力建設費を抑える方法、建設時の負担

を軽減するなど支出の平準化が求められる。 

この方法の一つとして、ＰＦＩが考えられる。ＰＦＩは公共工事を実施す

る際の１つの手法として、民間の資金調達力の活用、民間活用による財政負
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担の軽減、事業リスクの民間への移転、公共サービスの質の向上などのメリ

ットがある。 

したがって、本市のおかれている状況を考慮すると、起債による方法だけ

でなく、庁舎建設のＰＦＩ活用についてもメリットがあると考えられるので、

その可能性を専門的な視点から検討、整理する必要がある。 

 

⑷ 行政・文化拠点の課題 

市の総合振興計画では、市役所、文化センター、中学校を含めた地域を行

政・文化拠点として位置付けており、この地域が行政、文化の中心、シンボ

ル的な役割を担う所と想定している。 

このような中で、庁舎を建替えするだけでは、この地域が果たす役割を担

うことは難しい。文化センター、中学校、また北本駅西口からの導線も含め

た地域づくりを考える必要がある。 

したがって、本市の全体の中での拠点づくりの視点から庁舎建設を検討す

べきである。 

 

 

 

８ 結び 

 

新庁舎建設は、現庁舎の置かれている状況から避けて通れない重要課題であ

る。また、その建設には多額の経費と相当の期間も要する。このため、この基

本構想を指針として早急に幅広い議論を深め、課題の解決に向けての取組みや

基本計画の見直しに着手し、市制施行４０周年（平成２３年）を目標に早期に

取組むべきである。 



 

 

庁舎建設について庁舎建設について庁舎建設について庁舎建設について    

 新庁舎の建設については、平成１８年に外部委員も入った庁舎建設委員会を

設け、平成１９年３月に庁舎建設基本構想として答申を受けました。 

 また、市議会内に設けられた庁舎建設特別委員会においても、審議され平成

１９年３月に「新庁舎を可及的速やかに建設する」との委員長報告がなされて

います。 

 現在、市では北本市庁舎建設基本計画の策定に向け検討を進めているところ

です。 

 

庁舎建設の基本的な考え方（庁舎建設基本構想等） 

 

庁舎の整備手法庁舎の整備手法庁舎の整備手法庁舎の整備手法    

１１１１    庁舎庁舎庁舎庁舎建設（建替え）建設（建替え）建設（建替え）建設（建替え）による整備による整備による整備による整備    

現庁舎は、昭和３８年建築の第１庁舎をはじめ４棟の庁舎に分散されており、 

エレベーターの設置もなく、執務スペース及び共用スペースも狭隘なことから、

市民サービスに支障をきたしている状況です。 

 また、第１庁舎、第２庁舎は老朽化が著しく、特に設備関係については、末

期的状態であり、耐震性能についても大きく不足している状況です。 

 これらのことから、庁舎建設基本構想等を指針として、下記の項目を踏まえ

庁舎の建替えに向けた検討を行っております。 

 

・ 庁舎必要機能、必要規模の検討 

・ 建設費の検討 

・ ＰＦＩの活用検討 等 

 

・ 市の中心性、利便性、まちづくりの拠点にふさわしい立地などから、新庁舎は

現在地に建設する。 

・ 行政・文化拠点として周辺地域との一体的な整備を行う。 

・ 防災・災害復旧拠点としての機能を果たす施設とする。 

・ 総合窓口を設置し、可能な限り１ヶ所でサービスが受けられる効率的で、わかり

やすい施設、ユニバーサルデザインを実現する施設とする。 

・ 市民自治の拠点となる市民に親しまれ市民に開かれた庁舎とする。 

・ 将来的な市民サービスにも的確に対応できる庁舎とする。 

・ 周辺地域との調和を図りながら市の将来都市像を表現する庁舎とする。 

・ 建物は１棟の中に可能な限り機能を集約する。 



２２２２    庁舎庁舎庁舎庁舎と保育所と保育所と保育所と保育所との一体との一体との一体との一体的整備的整備的整備的整備    

 中央保育所は、市内４保育所の中で最も建設が早く、老朽化が相当程度進ん

でいるため、保育児童の安全上などから、早急な建替えを前提とした検討を進

めています。 

 また、現在地においては敷地が手狭であり、駐車場も少なく送迎時の混雑に

ついても課題となっており、新たな土地買収費用が不要であることや駐車場の

共用により送迎時の混雑解消などのメリットが考えられることから、庁舎単独

による建設の検討とあわせ、保育所（子育て支援センター、児童館含む）と併

設による建設の検討を現在行っています。 

 

 

一体的整備によるメリット・一体的整備によるメリット・一体的整備によるメリット・一体的整備によるメリット・デメリットデメリットデメリットデメリット    

 新庁舎の建設に併せて、保育所や子育て支援センター、児童館等を併設する

ことについてメリット・デメリット（検討事項）の整理を行いました。 

 今後、市民の皆様の意見などを伺いながら、庁舎建設の計画に反映してまい

ります。 

 

○メリット 

【利便性】 

・ 保育所への送迎時の混雑の解消など、駐車場の兼用による利便性の向上。 

・ 会議室の共用などによる効率的な施設利用。 

・ 各種申請手続き等が容易になり、市民サービスの向上が図れる。 

・ 児童館、子育て支援センター等の併設により総合的な児童センターとしての機能

を有するようになる。 

 

【コスト面】  

・ 一体の整備により建設工事費や将来の維持管理費等トータル的なコスト削減が

図れる。 

・ 保育所移転に関わる用地取得費（約２億円）が不要となる。 

 

○デメリット（検討事項） 

【周辺環境】 

・ 園児の歓声など、周辺住宅への配慮が必要となる。 

・ 車歩道の分離など、交通処理に対する検討が必要となる。 

 【安全性】  

・ 不特定多数の来庁者がある中での、園児の安全性の確保、セキュリティ面の向

上が必要となる。 

・ 庁舎利用者、保育所等利用者など目的に応じた動線の検討が必要となる。 

 



 【保育の質など】 

・ 市全体の保育所の配置を考慮し、バランスの取れた配置とする。 

・ 緑や自然を活かし、のびのびとした保育環境作りへの配慮が必要となる。 

・ これまでの保育と、これからの保育の質などを考慮した施設づくりが必要となる。 

 

 

新庁舎・保育所等の規模と建設費 

 現在の職員数や既存の庁舎機能などから、概算として新庁舎の規模及び建設

費を算出しました。 

 なお、今後、職員構成の見直しや具体的な庁舎機能の精査、社会情勢の変化

などへの対応などから具体的な規模や事業費を算出してまいります。 

  

□ 想定規模 

名 称 延べ面積 階 数 

庁舎※１ １０，０００㎡  地上５～６階、地下１階 

保育所等※２ １，９００㎡  地上２階 

合  計 １１，９００㎡   

※ １ 子育て支援センター（約１６０㎡）を含む。 

※ ２ 児童館（約４５０㎡） 

 

□ 事業費 

名 称 建設費 

庁舎        (２８１．１千円／㎡) 約２，８１１，０００千円  

保育所        (２７１．０千円／㎡) 約５０７，０００千円  

その他（解体・撤去、外構等） 約１６９，０００千円  

グリーン庁舎整備費※１ 約１９６，０００千円  

合  計 約３，４８７，０００千円※２ 

※ １ 複層ガラス等環境負荷低減対策、屋上緑化、太陽光発電設備、雨水利用設備等 

※ ２ 仮設庁舎費用として、６３，０００千円～３２０，０００千円〈配置計画により異なる〉が追加されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



スケジュールについてスケジュールについてスケジュールについてスケジュールについて    

新庁舎の建設については、市政４０周年（平成２３年）の着工を想定して検

討を進めています。 

スケジュール案を以下に示します。 

 

 

・  

・基本方針案の策定  ・複合施設化の検討 

・事業計画の検討      ・市民合意形成 

（パブリックコメント・市民意見の聴取） 

 

 

 

   ・基本設計作成（約１年間） 

・地質調査、敷地測量 

 

 

 

・実施設計作成（約１年間） 

・開発許可、建築確認申請 

 

 

 

・建物本体工事（約２年間） 

・外構、外週道路整備 

 

配置計画基本条件 

 新庁舎建設にあたり、日常の庁舎運営・建設時における市民利用の配慮など

下記の点に配慮し、配置計画案の作成を行いました。 

 

・ 市民利用への配慮・建設コストの軽減を図るため、仮設庁舎の規模を最小限と

する。 

・ 近隣に対しての圧迫感を軽減するとともに、歓声などに対しても配慮する。 

・ 文化センターとの一体的な敷地利用（市民広場・防災広場）を可能とする。 

・ 庁舎敷地周辺には、外周部分に道路、歩道を設置する。 

・ 保育所・子育て支援センター、児童館の機能をある程度まとめて配置するもの

とし、動線や園庭の確保についても配慮する。 

平成１９～２０年度平成１９～２０年度平成１９～２０年度平成１９～２０年度                        庁舎建設基本計画の見直し庁舎建設基本計画の見直し庁舎建設基本計画の見直し庁舎建設基本計画の見直し    

平成２１年度平成２１年度平成２１年度平成２１年度                                        基本設計の作成基本設計の作成基本設計の作成基本設計の作成    

平成２２年度平成２２年度平成２２年度平成２２年度                                        実施設計の作成実施設計の作成実施設計の作成実施設計の作成    

平成２３～２４年度平成２３～２４年度平成２３～２４年度平成２３～２４年度                        工工工工    事事事事    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ´案 

 第１庁舎全体を解体し、新庁舎を配

置する計画。 

・ 庁舎   ５階（１部 ６階） 

・ 保育所 ２階  

 

 敷地のほぼ中央に庁舎を配置するこ

とができ、文化センターとの連携がしや

すく、近隣住宅への圧迫感が比較的

少ない。 

 

仮設庁舎工事費は，Ａ案と同じ 

Ｂ´案 

 第２，３庁舎全体を解体し、新庁舎を

配置する計画。 

・ 庁舎   ５階 

・ 保育所 ２階 

 敷地のほぼ中央に庁舎が配置でき

圧迫感は少ないが、駐車場が文化セ

ンターから離れた位置となる。 

 仮設庁舎が比較的大きくなり、設置

場所などの検討が必要。 

 

仮設庁舎工事費は、Ｂ案と同じ 

庁 舎 

 

保 

育 

所 

庁 舎 保育所 

庁 舎 

庁舎配置レイアウト案庁舎配置レイアウト案庁舎配置レイアウト案庁舎配置レイアウト案        －保育所を一体として整備－－保育所を一体として整備－－保育所を一体として整備－－保育所を一体として整備－    

園園園園    庭庭庭庭    

園園園園    庭庭庭庭    

園園園園    庭庭庭庭    

保育所 

駐車場 

駐車場 

市民広場 

駐車場 

市民広場 

補足 

 保育所を別棟として、庁舎内別敷地

として配置した場合の検討。 

 

 建物が分離することにより保育所の

個性を持った建設ができるが、動線の

複雑化、仮設庁舎が増えるとともに、

設置場所や駐車場の確保が必要にな

るなど課題が多い。 

 

仮設工事費 各案に１２０，０００千円

追加 



 

 

 

 

Ａ案 

 第１庁舎全体を解体し、新庁舎を配

置する計画。 

・ 庁舎  ５階（１部 ６階） 

 

 保育所用地は、広場・増築スペース

として位置付ける。 

 庁舎を低層とすることも可能である

が、駐車場確保の観点から５階建てと

している。 

 

仮設庁舎工事費   １０２，７５０千円 

Ｂ案 

 第２，３庁舎全体を解体し、新庁舎を

配置する計画。 

・ 庁舎 １～５階 

 

 庁舎位置は、日影の法規制によりこ

れ以上の北側及び西側への配置は難

しい。 

 

 

 

仮設庁舎工事費   １９８，６５０千円 

 

庁 舎 

庁 舎 

庁 舎 

庁舎配置レイアウト案庁舎配置レイアウト案庁舎配置レイアウト案庁舎配置レイアウト案            －庁舎単体での検討－－庁舎単体での検討－－庁舎単体での検討－－庁舎単体での検討－    

駐車場 

駐車場 

市民広場 

広場・増築

スペース 

駐車場 

市民広場 

駐車場 

市民広場 

Ｃ案 

 第１庁舎１階部分を解体し、新庁舎を

配置する計画。（Ｈ１０年度庁舎建設基

本計画と同様。） 

  

 庁舎が敷地の南側に位置することか

ら、周辺住宅への圧迫感がある。 

 仮設庁舎の規模は最小限となる。 

 

 

 

仮設庁舎工事費    ６３，０５０千円 
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案

'
0
8
.
0
7
.
1
5

P
S

W
C

W
C

P
SE
L
VE
L
V

W
C

警
備

員
室

E
P
S
等

湯
沸売
店

等

E
L
V

ホ
ー
ル

ド
ラ

イ
エ

リ
ア

上
部

庁
　

舎

市
民

ホ
ー

ル
（

上
部

 
吹

抜
）

エ
ン

ト
ラ

ン
ス

（
展

示
ホ

ー
ル

）

(
5
F
建
て
)

第
１

庁
舎

解
体

後
設

置

メ
イ
ン

エ
ン
ト

ラ
ン

ス

庁
舎

車
寄
せ

A
T
M
等

D
S
等

保
健

室
等

防
災
セ

ン
タ

ー
（

庁
舎

管
理

室
）

出
口
ゲ

ー
ト

入
口

ゲ
ー

ト

（
防

災
広
場
等

）

執
務

室
喫

茶
室

等

駐
輪

場
 
1
8
0
台

駐
車

場

1
4
5
台

（
身

障
者

用
）

北
本
市
文

化
セ

ン
タ

ー

※
現

段
階

の
案

で
あ

る
た

め
、

詳
細

に
つ

い
て

は

今
後

変
更

が
生

じ
ま

す
。

Ｂ
´

案
　

１
Ｆ

平
面

図

風
除

室
風

除
室

執
務

室

執
務
室

ピ
ロ
テ

ィ

広
場

広
場

（
駐

車
ス

ペ
ー

ス
等

）

Ｂ
配

置
計

画
及

び
1
階

平
面

図
（

案
）



P
S

W
C

W
C

W
C

P
S

太
陽

光
発

電

市
民

ホ
ー

ル

廊
下

廊
下

廊
下

廊
下

議
場

等

吹
抜

〃〃

〃〃

北
側

ト
ッ

プ
ラ

イ
ト

・
換

気

通
風

Y
-
Y
'
 
断

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

図
面
名

工
事

名

変
更

年
月

日

北
本

市
適
用

整
理
番

号

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日

計
画

年
月

日
縮

尺１
／

６
０

０

N

執
務

室

〃

執
務

室

執
務

室

〃〃

執
務

室
執
務

室

執
務

室

南
側

通
風

1
5
0

通
風

夏
期

：
グ

リ
ー

ン
等

南
側

テ
ラ

ス

〃 〃 〃

北
本

市
新

庁
舎

等
　

計
画

案

'
0
8
.
0
7
.
1
5

7
,
0
0
0

Ｘ
'

7,500 6,500 6,500 6,500

27,000

廊
下

庇

P
S

W
C

W
C

P
SE
L
VE
L
V

W
C

E
P
S
等

湯
沸

廊
下

喫
煙

行
政
資

料
コ

ー
ナ

ー

E
L
V

ホ
ー
ル

吹
抜

庁
　

舎

テ
ラ

ス

Ｙ

執
務

室

屋
根

車
寄
せ

吹
抜

5
,
9
0
0

7
,
0
0
0

1
,
1
0
0

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃

7
,
0
0
0

6
3
,
0
0
0

2
F
 
平

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

執
務
室

（
更

衣
室

、
空

調
機

械
室

等
含

む
）

廊
下

P
S

W
C

W
C

P
SE
L
VE
L
V

W
C

E
P
S
等

湯
沸

廊
下

喫
煙

E
L
V

ホ
ー

ル

ラ
ウ

ン
ジ

執
務

室

テ
ラ

ス

4
F
 
平

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

執
務

室
（

倉
庫

・
書

庫
、

空
調

機
械

室
等

含
む

）

吹
抜

廊
下

E
L
VE
L
V E
P
S
等

湯
沸

廊
下

喫
煙

E
L
V

ホ
ー
ル

3
F
 
平

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

ラ
ウ

ン
ジ

執
務
室

テ
ラ

ス

執
務
室

（
倉

庫
・

書
庫

、
空

調
機

械
室
等

含
む

）

吹
抜

P
S

W
C

W
C

P
SE
L
VE
L
V

W
C

E
P
S
等

湯
沸

吹
抜

喫
煙

テ
ラ

ス

執
務

室

廊
下

廊
下

執
務

室
（

議
会

関
連

等
）

E
L
V

ホ
ー

ル

ラ
ウ

ン
ジ

5
F
 
平

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

※
P
H
F
の
平

面
案

は
割
愛

Ｙ
'

屋
上
庭

園
等

4,850 〃〃〃

1
5
0

3,900

ラ
ウ

ン
ジ

ラ
ウ

ン
ジ

E
L
V
ホ

ー
ル

E
L
V
ホ

ー
ル

〃
〃

〃
〃

E
L
V
ホ

ー
ル

ト
ッ

プ
ラ

イ
ト

・
換

気

吹
抜

庁
　

舎

X
-
X
'
 
断

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

市
民

ホ
ー

ル

機
械

室
等

執
務
室

執
務
室

〃〃〃

通
風

通
風

E
L
V
ホ

ー
ル

E
L
V
機

械
室

等

3,900

階
段

室
等

5,400

3,900 3,900 1,500

25,050

21,150

現
段

階
の

案
で

あ
る

た
め

、
詳

細
に

つ
い

て
は

今
後

変
更

が
生

じ
ま

す
。

Ｂ
案

　
各

階
平

面
図

（
案

）
、

断
面

図

Ｘ

8
4
,
0
0
0

〃
7
,
0
0
01
4
,
0
0
0

屋
上
庭

園
等

ト
ッ

プ
ラ

イ
ト

Ｂ
案

 
2
F
～

5
F
 
平

面
図

等

執
務
室

執
務
室

屋
上
庭

園



7.
12

図
面
名

工
事

名

変
更

年
月

日

北
本

市
適
用

整
理
番
号

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日

計
画

年
月

日

N

道
路

道
路

6.88

本
町

公
園

歩
道

整
備

（
敷

地
内

）

道
路
（
市
道
6362号

線
）

縮
尺１

／
６

０
０

湯
沸

W
C

W
C

W
C

E
L
V

E
L
V

ホ
ー

ルE
L
V

E
P
S
等

（
上

部
 
吹

抜
）

市
民

ホ
ー

ル

電
気

室

受
水

槽
室

等

保
健

室

防
災

セ
ン
タ

ー
（

庁
舎

管
理
室

）

警
備

員
室

売
店

等

風
除
室

車
寄

せ

倉
庫
等

駐
輪

(
平

場
 
8
7
台

)
駐

輪
(
平

場
 
9
3
台

)

庁
　

舎
(
5
F
建

て
)

現
状
 
道
路

境
界

線

現
状
 道

路
境
界
線

現状　道路境界線

道路拡幅ライン（幅員6.0m）

道路拡幅ライン（幅員14.0m）

1
4.
0

道路（市道6363号線）

9.1
0

14.
0

道
路
拡
幅
ラ
イ
ン
（
幅
員
14.0m）

空
調
機

械
室

等

執
務

室
執

務
室

'
0
8
.
0
7
.
1
5

北
本

市
新

市
庁

舎
等

　
計

画
案

喫
茶
室

等

（
展

示
ホ

ー
ル

等
）

駐
車

場
(
5
5
台

)

駐
車

場
(
2
1
台

)

駐
車

場
　

1
4
5
台

市
民

広
場

（
防

災
広

場
等

）

※
現

段
階

の
案

で
あ

る
た

め
、

詳
細

に
つ

い
て

は

北
本
市
文
化
セ
ン
タ

ー

今
後

変
更

が
生

じ
ま

す
。

Ｃ
配

置
計

画
及

び
1
階

平
面

図
（

案
）

Ｃ
案

　
1
F
　

平
面

図



屋
上

庭
園

等

屋
上

　
太

陽
光
発

電
モ

ジ
ュ

ー
ル
等

設
置

市
民

ホ
ー

ル

廊
下

廊
下

廊
下

廊
下

議
場

等

吹
抜

〃〃

〃〃

北
側

ト
ッ

プ
ラ

イ
ト

・
換

気

通
風

Y
-
Y
'
 
断

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

図
面

名

工
事
名

変
更

年
月

日

北
本

市
適
用

整
理
番

号

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日

計
画

年
月

日
縮

尺１
／

６
０

０

N

2
F
 
平

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

庁
　

舎

3
F
 
平

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

7
,
0
0
0

7
,
0
0
0

6
3
,
0
0
0

ラ
ウ
ン

ジ

ラ
ウ
ン

ジ

E
L
V
ホ

ー
ル

E
L
V
ホ

ー
ル

〃
〃

〃
〃

E
L
V
ホ

ー
ル

ト
ッ

プ
ラ

イ
ト

・
換

気

吹
抜

Ｘ
'

4,850 4,000 〃〃〃〃

1
5
0

Ｙ
'

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー

Ｙ

廊
下

庇

P
S

W
C

W
C

P
S

E
L
V

E
L
V

W
C

E
P
S
等

湯
沸

廊
下

執
務
室

喫
煙

執
務
室

（
更

衣
室

、
空

調
機

械
室

等
含

む
）

行
政
資

料
コ

ー
ナ

ー

屋
根

車
寄

せ

※
庁

舎
４

Ｆ
平

面
案

は
３

Ｆ
と

同
様

で
あ

る
た

め
割

愛

7,500 6,500 6,500 6,500

27,000

P
S

W
C

W
C

P
S

E
L
V

E
L
V

W
C

E
P
S
等

湯
沸

吹
抜

喫
煙

テ
ラ

ス

執
務

室

廊
下

廊
下

執
務

室
（

倉
庫

・
書
庫

、
空

調
機

械
室

等
含

む
）

ラ
ウ

ン
ジ

5
F
 
平

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

P
S

W
C

W
C

P
S

E
L
V

E
L
V

W
C

E
P
S
等

湯
沸

吹
抜

喫
煙

テ
ラ

ス

執
務

室

廊
下

廊
下

ラ
ウ

ン
ジ

執
務

室
（

議
会

関
連

等
）

P
S

W
C

W
C

P
S

E
L
V

E
L
V

W
C

E
P
S
等

湯
沸

喫
煙

テ
ラ
ス

6
F
 
平

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

ラ
ウ

ン
ジ

倉
庫

等

ト
ッ

プ
ラ

イ
ト

（
立

ち
上

が
り

側
面

 
通

風
）

庁
　

舎

X
-
X
'
 
断

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

市
民

ホ
ー

ル

機
械

室
等

執
務

室

執
務

室

〃〃〃

E
L
V

E
L
V

P
H
F
 
平

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

庇

E
L
V

ホ
ー

ル
E
L
V

ホ
ー

ル

E
L
V

ホ
ー

ル
E
L
V

ホ
ー

ル
E
L
V

機
械

室
等

執
務

室

〃

執
務

室

執
務

室

〃〃

執
務

室
執

務
室

執
務

室

南
側

通
風

1
5
0

太
陽

光
発

電
装
置

等

通
風

夏
期

：
グ

リ
ー

ン
等

南
側

テ
ラ

ス

職
員

休
憩

室
等

4,000 4,000 1,500〃 〃 〃 〃

25,650

E
L
V
ホ

ー
ル

〃

ラ
ウ
ン

ジ

高
置

水
槽
置

場
等

階
段

室
等

通
風

通
風

E
L
V
機

械
室

等

4,000

1,500 800

3,200

29,650

〃

吹
抜

庁
　

舎

テ
ラ
ス

北
本

市
新

庁
舎

等
　

計
画

案

'
0
8
.
0
7
.
1
5

屋
上

庭
園

等
室

外
機

置
場

等
屋

上

庭
園

等

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃

現
段

階
の

案
で

あ
る

た
め

、
詳

細
に

つ
い

て
は

今
後

変
更

が
生

じ
ま

す
。

執
務
室

・
会

議
室

等

Ｘ

Ｃ
案

　
各

階
平

面
図

（
案

）
、

断
面

図
Ａ

案
と

同
様

Ｃ
案

 
2
F
～

6
F
,
P
H
F
 
平

面
図



（
上

部
 
吹

抜
）

図
面
名

工
事

名

変
更

年
月

日

北
本

市
適
用

整
理
番
号

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日

計
画

年
月

日
縮

尺１
／

６
０

０

道
路

道
路
（
市
道
6362号

線
）

7.
12

9.1
0

本
町

公
園

道
路
（
市

道
6
3
6
0
号
線
）

N

現
状

 
道

路
境

界
線

現
状
 道

路
境
界
線

B
1
F
 
平

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

14.
0

道路（市道6363号線）

1
4.
0

道路拡幅ライン（幅員14.0m）

現状　道路境界線

歩
道

整
備

（
敷

地
内

）

道路拡幅ライン（幅員6.0m）

搬
入

等

厨
房

テ
ラ

ス

保
育

所
メ

イ
ン

エ
ン

ト
ラ

ン
ス

風
除

室

E
L
V

風
除

室

（
W
C
等

）

（
W
C
等

）
すべり台

1
F
 
平

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

6.88 2.5

メ
イ
ン

・
エ

ン
ト

ラ
ン

ス
児

童
館

等

市
民

広
場

（
防

災
広

場
等

）

道
路
拡
幅
ラ
イ
ン
（
幅
員
14.0m）

P
S

W
C

W
C

P
S

E
L
V

E
L
V

喫
茶

室
等

執
務
室

執
務

室

W
C

警
備

員
室

防
災

セ
ン
タ

ー
（

庁
舎

管
理
室

）

E
P
S
等

D
S
等

A
T
M
等

保
健

室
等

湯
沸

売
店

等

風
除
室

E
L
V

ホ
ー

ル

E
L
V

ホ
ー

ル E
L
V

E
L
V

ド
ラ

イ
エ
リ

ア

受
水

槽
室

等

空
調

機
械

室
等

電
気

室
等倉
庫

等

ド
ラ
イ

エ
リ

ア
上

部

庁
舎

車
寄
せ

駐
車
場

(
2
F
建

て
)

（
約

9
2
0
㎡

(
テ

ラ
ス

部
分

含
ま

ず
)
）

屋
外

遊
戯

場

保
育

所

児
童

館
等

庁
　

舎
(
5
F
建

て
)

市
民

ホ
ー

ル
（

展
示

ホ
ー

ル
）

（
上

部
 
吹

抜
）

搬
入

等

北
本

市
新

庁
舎

等
　

計
画

案

'
0
8
.
0
7
.
1
5

メ
イ
ン

エ
ン

ト
ラ

ン
ス

エ
ン

ト
ラ

ン
ス

こどもホール

駐
輪

場
　

平
置

　
1
5
0
台

駐
車

場
（

平
面

駐
車

）
（

全
体

 
1
6
0
台

）

（
身
障

者
用

）
（

身
障

者
用
）

Ａ
´

配
置

計
画

及
び

1
階

平
面

図
（

案
）

北
本

市
文

化
セ

ン
タ

ー

※
現

段
階

の
案

で
あ

る
た

め
、

詳
細

に
つ

い
て

は

今
後

変
更

が
生

じ
ま

す
。

Ａ
´

案
 
1
F
,
一

部
B
1
F
 
平

面
図



Ａ
´

案
　

各
階

平
面

図
（

案
）

、
断

面
図

屋
上

庭
園

等

屋
上

　
太

陽
光

発
電

モ
ジ

ュ
ー

ル
等

設
置

市
民

ホ
ー

ル

廊
下

廊
下

廊
下

廊
下

議
場

等

吹
抜

〃〃

〃〃

北
側

ト
ッ

プ
ラ

イ
ト

・
換

気

通
風

Y
-
Y
'
 
断

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

トップライト

図
面
名

工
事

名

変
更

年
月

日

北
本

市
適
用

整
理
番
号

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日

計
画

年
月

日
縮

尺１
／

６
０

０

N

2
F
 
平

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

庁
　

舎

3
F
 
平

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

テ
ラ

ス

E
L
V

W
CW
C

吹
抜

吹
抜

通
路

W
C

W
C

吹
抜

庇 庇

※
こ
の

部
分

の
庇

は
第

２
庁

舎
解

体
後

設
置

6,500 6,500

すべり台

〃 〃 〃 〃 〃

45,500

7
,
0
0
0

7
,
0
0
0

5
,
0
0
0

7
,
0
0
0

7
,
0
0
0

〃

2
1
,
0
0
0

6
3
,
0
0
0

ト
ッ

プ
ラ

イ
ト

（
立

ち
上

が
り

側
面

 
通

風
）

屋
上

E
L
V

O
H

屋
上

庭
園

等

ラ
ウ
ン

ジ

ラ
ウ
ン

ジ

E
L
V
ホ

ー
ル

E
L
V
ホ

ー
ル

〃
〃

〃
〃

E
L
V
ホ

ー
ル

ト
ッ

プ
ラ

イ
ト

・
換

気

吹
抜

遊
戯
室

吹
抜

保
育

所
等

廊
下

廊
下

通
風

ト
ッ
プ

ラ
イ

ト
・

換
気

Ｘ
Ｘ

'

4,850 4,000 〃〃〃〃

1
5
0

Ｙ
'

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー

Ｙ

廊
下

庇

P
S

W
C

W
C

P
S

E
L
V

E
L
V

W
C

E
P
S
等

湯
沸

廊
下

執
務

室

喫
煙

執
務

室
（

更
衣

室
、

空
調

機
械

室
等

含
む

）

行
政
資

料
コ

ー
ナ

ー

屋
根

車
寄
せ

※
庁

舎
４

Ｆ
平

面
案

は
３

Ｆ
と

同
様

で
あ

る
た

め
割

愛

8,750 7,500 6,500 6,500 6,500 9,750

27,000

P
S

W
C

W
C

P
S

E
L
V

E
L
V

W
C

E
P
S
等

湯
沸

吹
抜

喫
煙

テ
ラ

ス

執
務

室

廊
下

廊
下

執
務

室
（

倉
庫

・
書

庫
、

空
調

機
械

室
等

含
む

）

ラ
ウ

ン
ジ

5
F
 
平

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

P
S

W
C

W
C

P
S

E
L
V

E
L
V

W
C

E
P
S
等

湯
沸

吹
抜

喫
煙

テ
ラ
ス

執
務

室

廊
下

廊
下

ラ
ウ

ン
ジ

執
務
室

（
議

会
関

連
等

）

P
S

W
C

W
C

P
S

E
L
V

E
L
V

W
C

E
P
S
等

湯
沸

喫
煙

テ
ラ

ス

6
F
 
平

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

ラ
ウ

ン
ジ

倉
庫

等

ト
ッ
プ

ラ
イ

ト
（

立
ち

上
が

り
側

面
 
通

風
）

保
育

所

保
育

所

W
C
等

W
C
等

庁
　

舎

X
-
X
'
 
断

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

市
民

ホ
ー

ル

機
械
室

等

執
務
室

執
務
室

〃〃〃

E
L
V

E
L
V

P
H
F
 
平

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

庇

E
L
V

ホ
ー

ル
E
L
V

ホ
ー

ル

E
L
V

ホ
ー

ル
E
L
V

ホ
ー

ル
E
L
V

機
械

室
等

執
務

室

〃

執
務

室

執
務

室

〃〃

執
務

室
執

務
室

執
務

室

南
側

通
風

1
5
0

太
陽

光
発

電
装

置
等

通
風

夏
期

：
グ

リ
ー

ン
等

南
側

テ
ラ

ス

職
員

休
憩

室
等

こ
ど
も

4,000 4,000 1,500〃 〃 〃 〃

25,650

E
L
V
ホ

ー
ル

〃

ラ
ウ

ン
ジ

高
置

水
槽

置
場

等

階
段
室

等

通
風

通
風

E
L
V
機

械
室

等

4,000

1,500 800

3,200

29,650

〃

ラ
ウ
ン

ジ

保
育

所

学
童

ク
ラ

ブ
児

童
館

吹
抜

庁
　

舎

テ
ラ
ス

北
本

市
新

庁
舎

等
　

計
画

案

'
0
8
.
0
7
.
1
5

Ａ
案

 
2
F
～

6
F
,
P
H
F
 
平

面
図

屋
上

庭
園

等
室

外
機

置
場

等
屋

上

庭
園

等

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃

現
段

階
の

案
で

あ
る

た
め

、
詳

細
に

つ
い

て
は

今
後

変
更

が
生

じ
ま

す
。

執
務

室
・

会
議

室
等



E
L
V

道
路
拡
幅
ラ
イ
ン
（
幅
員
14.0m）

図
面
名

工
事

名

変
更

年
月

日

北
本

市
適
用

整
理
番
号

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日

計
画

年
月

日
縮

尺１
／

６
０

０

道
路

道
路
（
市
道
6362号

線
）

7.
12

9.1
0

本
町

公
園

道
路
（
市

道
6
3
6
0
号
線
）

N

現
状

 
道

路
境

界
線

現
状
 道

路
境
界
線

14.
0

道路（市道6363号線）

1
4.
0

現状　道路境界線

道路拡幅ライン（幅員6.0m）

1
F
 
平

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

6.88 2.5

道路拡幅ライン（幅員14.0m）

歩
道

整
備

（
敷

地
内

）

W
C

W
C

上
部
　

吹
抜

すべり台

搬
入

保
育

所
等

(
2
F
建

て
)

北
本

市
新

庁
舎

等
　

計
画

案

'
0
8
.
0
7
.
1
5

P
S

W
C

W
C

P
SE
L
VE
L
V

W
C

警
備

員
室

E
P
S
等

湯
沸売
店

等

E
L
V

ホ
ー
ル

ド
ラ
イ

エ
リ

ア
上

部

庁
　
舎

市
民

ホ
ー

ル
（

上
部

 
吹

抜
）

エ
ン

ト
ラ

ン
ス

風
除

室

（
展

示
ホ

ー
ル

）

(
5
F
建

て
)

第
１
庁

舎
解

体
後

設
置

メ
イ

ン
エ

ン
ト
ラ

ン
ス

庁
舎

車
寄

せ

A
T
M
等

D
S
等

保
健

室
等

防
災
セ

ン
タ

ー
（

庁
舎

管
理

室
）

出
口

ゲ
ー

ト
入

口
ゲ

ー
ト

市
民
広

場

（
防
災
広

場
等
）

保
育

室
等

テ
ラ
ス

事
務

室
等

保
育
室

等

児
童

館
等

エ
ン

ト
ラ

ン
ス

保
育

所
等

エ
ン
ト

ラ
ン

ス

児
童
館

事
務
室

等

屋
外

遊
戯

約
6
7
0
㎡

（
テ

ラ
ス

除
く

）

こどもホール

執
務

室
喫

茶
室

等

執
務

室 駐
輪

場
 
1
8
0
台

駐
車

場

1
4
5
台

（
身
障

者
用

）

Ｂ
´

配
置

計
画

及
び

1
階

平
面

図
（

案
）

北
本
市
文

化
セ

ン
タ

ー

※
現

段
階

の
案

で
あ

る
た

め
、

詳
細

に
つ

い
て

は

今
後

変
更

が
生

じ
ま

す
。

Ｂ
´

案
　

１
Ｆ

平
面

図



太
陽

光
発

電

市
民

ホ
ー

ル

廊
下

廊
下

廊
下

廊
下

議
場

等

吹
抜

〃〃

〃〃

北
側

ト
ッ

プ
ラ

イ
ト

・
換

気

通
風

Y
-
Y
'
 
断

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

図
面
名

工
事

名

変
更

年
月

日

北
本

市
適
用

整
理
番
号

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日

計
画

年
月

日
縮

尺１
／

６
０

０

N

執
務

室

〃

執
務

室

執
務

室

〃〃

執
務

室
執

務
室

執
務

室

南
側

通
風

1
5
0

通
風

夏
期

：
グ

リ
ー

ン
等

南
側

テ
ラ

ス

〃 〃 〃

北
本

市
新

庁
舎

等
　

計
画

案

'
0
8
.
0
7
.
1
5

Ｘ

7
,
0
0
0

Ｘ
'

7,500 6,500 6,500 6,500

27,000

廊
下

庇

P
S

W
C

W
C

P
SE
L
VE
L
V

W
C

E
P
S
等

湯
沸

廊
下

喫
煙

行
政

資
料

コ
ー

ナ
ー

E
L
V

ホ
ー

ル
吹

抜

庁
　

舎

テ
ラ
ス

Ｙ

執
務
室

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー屋
根

車
寄

せ

吹
抜

吹
抜

吹
抜

学
童
ク

ラ
ブ

等

庇

E
L
V

W
C

W
C

テ
ラ

ス

保
育
所

児
童
館

等

保
育
室

等

W
C

W
C

7
,
0
0
0

7
,
0
0
0

5
,
9
0
0

7
,
0
0
0

1
,
1
0
0

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃

4
2
,
0
0
0

7
,
0
0
0

6
3
,
0
0
0

2
F
 
平

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

1
1
2
,
0
0
0

執
務

室
（

更
衣

室
、

空
調

機
械

室
等

含
む

）

廊
下

P
S

W
C

W
C

P
SE
L
VE
L
V

W
C

E
P
S
等

湯
沸

廊
下

喫
煙

E
L
V

ホ
ー

ル

ラ
ウ

ン
ジ

執
務

室

テ
ラ

ス

4
F
 
平

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

執
務

室
（

倉
庫

・
書

庫
、

空
調

機
械

室
等

含
む

）

トップライト

屋
上

庭
園

等
吹

抜

保
育

所
児

童
館

等

廊
下

P
S

W
C

W
C

P
SE
L
VE
L
V

W
C

E
P
S
等

湯
沸

廊
下

喫
煙

E
L
V

ホ
ー

ル

吹
抜

E
L
V

3
F
 
平

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

ラ
ウ

ン
ジ

職
員

休
憩

室
等

執
務
室

テ
ラ

ス

ト
ッ
プ

ラ
イ

ト
（

立
ち

上
が

り
側

面
 
通

風
）

屋
上

庭
園

等

庇

執
務

室
（

倉
庫

・
書

庫
、

空
調

機
械

室
等

含
む

）

吹
抜

P
S

W
C

W
C

P
SE
L
VE
L
V

W
C

E
P
S
等

湯
沸

吹
抜

喫
煙

テ
ラ

ス

執
務

室

廊
下

廊
下

執
務

室
（

議
会

関
連

等
）

E
L
V

ホ
ー

ル

ラ
ウ

ン
ジ

5
F
 
平

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

※
P
H
F
の

平
面
案

は
割
愛

Ｙ
'

屋
上

庭
園

等

4,850 〃〃〃

1
5
0

3,900

ラ
ウ

ン
ジ

ラ
ウ

ン
ジ

E
L
V
ホ

ー
ル

E
L
V
ホ

ー
ル

〃
〃

〃
〃

E
L
V
ホ

ー
ル

ト
ッ

プ
ラ

イ
ト

・
換

気

吹
抜

庁
　

舎

X
-
X
'
 
断

面
案

　
S
.
1
:
6
0
0

市
民

ホ
ー

ル

機
械

室
等

執
務
室

執
務
室

〃〃〃

通
風

通
風

E
L
V
ホ

ー
ル

E
L
V
機

械
室

等

3,900

階
段

室
等

5,400

保
育

所
等

3,900 3,900 1,500

25,050

21,150

保
育

所
廊

下

保
育

所

通
風

廊
下

ト
ッ
プ

ラ
イ

ト
・

換
気

吹
抜

遊
戯
室

等

児
童

館
等

職
員
休

憩
室

等

こ
ど

も
ホ

ー
ル

保
育
所

保
育

所

現
段

階
の

案
で

あ
る

た
め

、
詳

細
に

つ
い

て
は

今
後

変
更

が
生

じ
ま

す
。

Ｂ
´

案
　

各
階

平
面

図
（

案
）

、
断

面
図

Ｂ
´

案
 
2
F
～

5
F
 
平

面
図

等



7.1
2

図
面
名

工
事

名

変
更

年
月

日

北
本

市
適
用

整
理
番
号

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日

計
画

年
月

日

N

道
路

道
路

6.88

本
町

公
園

歩
道

整
備

（
敷

地
内

）

駐
車
場
(28台

)

道
路
（
市
道
6362号

線
）

ELV

吹
抜

吹
抜

ホ
ー
ル

保
育

所
等

 
2
F
 
平

面
案

 
S
.
1
:
6
0
0

テ
ラ
ス

テ
ラ
ス

縮
尺１

／
６

０
０

湯
沸

W
C

W
C

W
C

E
L
V

E
L
V

ホ
ー

ルE
L
V

E
P
S
等

（
上
部

 
吹

抜
）

市
民

ホ
ー

ル

電
気

室

受
水

槽
室

等

保
健
室

防
災

セ
ン
タ

ー
（

庁
舎

管
理
室

）

警
備

員
室

売
店

等

風
除
室

車
寄
せ

倉
庫
等

駐
輪

(
平

場
 
8
7
台

)
駐

輪
(
平

場
 
9
3
台

)

庁
　

舎
(
5
F
建

て
)

現
状

 
道

路
境

界
線

現
状
 道

路
境
界
線

現状　道路境界線

道路拡幅ライン（幅員6.0m）

道路拡幅ライン（幅員14.0m）

1
4.0

道路（市道6363号線）

9.1
0

14.
0

（
風
除
室
）

ELV

搬
入

入
口

保
育
所

児
童
館

入
口

テ
ラ
ス

テ
ラ
ス

道
路
拡
幅
ラ
イ
ン
（
幅
員
14.0m）

保
育
所

等

空
調
機

械
室

等

執
務

室
執

務
室

保
育

所
等

屋
外

遊
戯

場
：

約
6
8
5
㎡

（
テ

ラ
ス

除
く

）

'
0
8
.
0
7
.
1
5

北
本

市
新

市
庁

舎
等

　
計

画
案

※
庁
舎
の

２
Ｆ

以
上
は

Ａ
案
と

同
様

で
あ
る

た
め
割

愛

喫
茶
室

等

（
展

示
ホ

ー
ル

等
）

児
童

館
・
学

童
ク

ラ
ブ

駐
車

場
(
5
5
台

)

駐
車

場
(
2
1
台

)

駐
車
場
(32台

)

駐
車

場
　

1
4
5
台

市
民

広
場

（
防

災
広

場
等

）

Ｃ
´

配
置

計
画

及
び

1
階

平
面

図
（

案
）

※
現

段
階

の
案

で
あ

る
た

め
、

詳
細

に
つ

い
て

は

北
本
市
文
化
セ
ン
タ
ー

今
後

変
更

が
生

じ
ま

す
。

Ｃ
´

案
　

1
F
　

平
面

図
(
保

育
所

等
は

2
F
も

記
載

)


	

